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この情報誌のご利用に当たって 

 

セルフヘルプ･グループとは 

同じ悩みや問題を抱える人が集うことによって、互いに悩みを分かち

合い、分かり合えるという体験を通して、問題からの回復や悩みに対

処する力を得ていこうとするものです。さらに、周囲の人たちへ問題

への理解を求めていくことをめざす活動をしているグループもあり

ます。いずれにしても、特別な指導者がいるわけではなく、メンバー

同士の関係はあくまでも対等であることが基本です。 

 

あなた自身の気持ちを大切に 

ここにご紹介するセルフヘルプ･グループに参加するかどうか、参加

し続けるかどうかは、あなた自身の決定を大切にしていただきたいと

思います。 

ひとりひとりにとって、合うグループ、合わないグループは違ってい

るかもしれません。また、あなた自身のその時々の状態によっても、

それは違ってくることかもしれません。 

セルフヘルプ･グループは、誰かに頼ったり頼られたりするものでは

なく、独り立ちの原則を大切にするものなので、ご自分の判断と決定

を大切にしていただきたいと思います。 

 

この情報誌は 

このような冊子を作ることの趣旨に賛同していただけた北九州市と

その周辺で活動中のセルフヘルプ･グループの情報を掲載しています。

すべてのグループの情報が網羅されているわけではないことをご承

知おきください。また、グループによっては掲載時から内容が変更に

なっている可能性もありますので、ご了承ください。 

 

情報誌への掲載について 

この情報誌への掲載には、北九州セルフハート会議（６６ページ）の

承認が必要です。 

掲載を希望されるグループがありましたら、冊子裏面の連絡先へ一度

ご連絡ください。 
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◆ 相談窓口
会　⻑

事 務 局 FAX　 093-330-4423
      

　

TEL/FAX 093-472-5218

北九州断酒友の会ホームページ      https://kitaq.go-dansh.com/

　　           公益社団法人 全日本断酒連盟　福岡県断酒協議会

古川　裕美

私たちなら、⼒になれます。私たちも、そうでしたから。

TEL 　090-7133-2097

堀口　俊明 北九州市⼩倉南区上曽根 2-2-27

　「意志が弱いから」ではありません。「どうしても飲んでしまう、飲み過ぎてしまう」のは酒をコントロールできない

酒のことで考えたり悩んだりされている⽅、どうぞ断酒例会で話してみてください。

「身体依存・精神依存の病」を発症してしまったからです。アルコール依存症は、治療により回復が可能です。
　私たちは、酒に苦しむ仲間にそのこと伝え、一緒に幸せな人生を送れるよう、地域社会で活動しています。

中村　学 TEL   080-6218-1314

◆ 各地域⽀部・各病院⽀部で毎週１回〜2回断酒例会を開催しています。
各⽀部の問い合わせ先（各⽀部⻑・各⽀部例会場・各病院）

１）地域⽀部
① 八幡⽀部 吹田 幸治 （TEL 090-2086-3282）枝光北市⺠センター（TEL 093-661-2437）
② 関門⽀部 有馬 俊幸 （TEL 080-5800-8019）⼤⾥柳市⺠センター（TEL 093-381-2328）

清⾒市⺠センター （TEL 093-331-3033）
③ ⼩倉⽀部 梅林 卓二 （TEL 090-1367-0843）城野市⺠センター建て直しのため

北⽅地域交流センター（TEL 093-931-6594）
④ 飯塚⽀部 休会中
⑤ 田川⽀部 沖島 清治 （TEL 0947-44-7041） 田川市⺠会館内 （TEL 0947-44-5110）

２）アルコール専門病院 （病院⽀部）
① 門司松ヶ江病院⽀部 （TEL 093-481-1281） ② 平尾台病院⽀部 （TEL 093-451-0303）
③ 新門司病院⽀部 （TEL 093-481-1368） ④ 門司田野浦病院⽀部（TEL 093-331-0800）
⑤ 松尾病院⽀部 （TEL 093-471-7721）

３) 協⼒病院 （アルコール・ギャンブル依存症専門病院）
① 八幡厚生病院 （TEL 093-691-3344）

飲酒運転・自殺問題・家庭内暴⼒・児童虐待etc
アルコールを原因とする様々な社会問題・家庭内問題は数え切れません。
そして、多くの人がアルコール関連問題で迷惑し、悩み、苦しんでいます。
私たちは、アルコールを捨て、第2の人生を歩んでいます。
あなたも一緒に歩んでみませんか？

北九州市およびその近郊で活動するアルコール依存症者のための自助グループです。

酒さえ飲まなければ、
優しい人なのに…

飲み過ぎなければ、
あんなことには
ならなかったさ︕

やめて！

飲酒運転だけは

酒ぐらい

自分でやめてやる‼

「飲んだでしょ！」

「飲んでない！」
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 ＡＡミ―ティング 

2019年8月更新 
 
 
 
この案内は私たち12グループのミ－ティング会場をまとめています。私たちのグループ以外にも、多

くのミーティング会場がありますでほぼ毎日、何処かでミ－ティングが開かれています。飲まない生き
方のため積極的に活用してください。 

なお、都合により会場変更がある場合があります。AA九州沖縄セントラル・オフィス（右の表の下
の問い合わせ先）」などで確認してください。また、右の表の下のオフィスURLには、九州各県のミー
ティング会場案内があります。 

 
 
 

曜日 
グループ名 

（ミーティング名） 
時間 

所在地 
会場名 

内容 

月 

小倉南ラベンダー 
オープンミーティング 

１９：００～２０：３０ 
北九州市小倉北区大門１丁目６―４３ 
北九州市立生涯学習総合センタ— 

第１週（リビングソーバー） 
第２週（BOX） 
第３週（ステップ） 
第４週（ビッグブック） 
第５週（テーマ） 

北九州 黒崎 
オープンミーティング 
１９：００～２０：３０ 

北九州市八幡西区三ヶ森４―６―１ 
中尾市民センタ— 

第１週（ステップ）（１～３） 
第２週・第４週（リビングソーバー） 
第３週・第５週（テーマ） 

北九州市八幡西区黒崎３―１５―３ 
八幡西生涯学習総合センタ－・黒崎コムシティ 

第５週と祝日の場合 
左記に会場が変わります。 

福岡グレイス 
（行橋ミーティング） 
１８：３０～２０：００ 
オープンミーティング 

行橋市大橋1―９―２６ 
行橋市中央公民館 
（ＪＲ行橋駅より徒歩１２分） 

第１週（ビッグブック） 
第２週（ビッグブック） 
第３週（ステップ） 
第４週（ステップ） 
第５週（伝統） 

火 

小倉キー 
オープンミーティング 
１９：００～２０：３０ 

北九州市小倉北区大手町11番4号 
北九州市立男女共同参画センタ—ム—ブ 
４Ｆ活動室 

第１週（ステップ） 
第２週（伝統） 
第３週（ステップ） 
第４週（バースデー・テーマ） 
第５週（テーマ） 

リカバリー 
オープンミーティング 
１９：００～２０：３０ 

北九州市八幡西区若葉1丁目7―１ 
竹末市民センタ—  

北九州 
女性クロースドミーティング 
１９：００～２０：３０ 

北九州市八幡西区黒崎３―１５―３ 
八幡西生涯学習総合センタ－・黒崎コムシティ
内1階～３階 

（テーマ） 

水 

小倉ビックブック 
クローズドミーティング 
１９：３０～２０：３０ 

祝日休 

北九州市小倉北区堺町２―４―２４ 
小倉中央市民センタ— （ビッグブック） 

八幡メッセ―ジ 
オープンミーティング 

１９：００～２０：３０ 
北九州市八幡西区筒井4―7 
カトリック黒崎教会 

第２週（ビッグブック） 
第４週（今日を新たに） 

八幡メッセ―ジ 
クローズミーティング 

１９：００～２０：３０ 
第３週（ステップ） 
第５週（伝統） 

筑豊 
（出会いの郷） 

オープンミーティング 
１９：００～２０：３０ 

田川市大字伊田２５５０―１ 
田川市民会館 

第１週（テーマ） 
第２週（ステップ） 
第３週（伝統） 
第４週（ビッグブック） 
第５週（テーマ） 
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曜日 
グループ名 

（ミーティング名） 
時間 

所在地 
会場名 

内容 

木 

福岡飯塚 
オープンミーティング 
１９：００～２０：３０ 

飯塚市新飯塚２0―３０ 
飯塚市立・立岩公民館 

第１週（ビッグブック） 
第２週（ビッグブック） 
第３週（ステップ） 
第４週（伝統）（メダル） 
第５週（ビッグブック） 

小倉ライラック 
オープンミーティング 
１９：００～２０：３０ 

九州市小倉北北区大門１丁目６―４３ 
北九州市立生涯学習総合センター 

第１週（今日を新たに）（メダル） 
第２週（ステップ） 
第３週（伝統） 
第４週（ビッグブック） 
第５週（リビンングソーバー） 

金 

小倉南ラベンダー 
オープンミーティング 
１９：００～２０：３０ 

北九州市小倉南区北方２丁目１６―１０ 
北九州市立北方市民センター 

第１週（ステップ） 
第２週（ビッグブック） 
第３週（今日を新たに） 
第４週（伝統） 
第５週（テーマ） 

Free(ﾌﾘｰ) 
オープンミーティング 
１９：００～２０：３０ 

北九州市八幡西区黒崎３―１５―３ 
八幡西生涯学習総合センタ－ 
黒崎コムシティ内３階 

第１週（ビッグブック） 
第２週（１２＆１２） 
第３週（ビッグブック） 
第４週（１２＆１２） 
第５週（テーマ） 

土 

小倉ライラック 
オープンミーティング 
１９：００～２０：３０ 

北九州市小倉北区大門１丁目６―４３ 
北九州市立生涯学習総合センター (今日を新たに) 

福岡グレイス 
（田川ミーティング） 
１４：３０～１６：００ 
オープンミーティング 

田川市平松町３番３６号 
田川文化センター・田川青少年文化ホール 
（文化センター右隣の建物） 

第１週（ビッグブック） 
第３週（ステップ） 
第５週（伝統/リビンングソーバー） 

福岡グレイス 
（小倉かわらぐちミーティング） 

１５：１５～１６：４５ 
オープンミーティング 

北九州市小倉北区香春口一丁目３番１号 
小倉カトリック教会 

第2週（ビッグブック/今日を新たに） 
第4週（ステップ/伝統） 

み空 
オープンミーティング 
１３：３０～１５：００ 

北九州市八幡西区里中3丁目１２―１２ 
八幡厚生病院 ３Ｆカンファレンスルーム 
 

第１週（ビッグブック） 
第２週（ビッグブック） 
第３週（１２＆１２） 
第４週（１２＆１２） 
第５週（バースデー） 

筑豊 
（出会いの郷） 

オープンミーティング 
１８：３０～１９：４５ 

田川市大字夏吉１４２ 
一本松すずかけ病院 
（ＪＲ日田・彦山製「一本松」下車・徒歩１分） 

（リビングソーバー） 

福岡飯塚 
オープンミーティング 
１８：３０～１９：４５ 

田川市大字夏吉１４２ 
一本松すずかけ病院 
（ＪＲ日田・彦山製「一本松」下車・徒歩１分） 

（リビングソーバー） 

日 
小倉キ― 

オープンミーティング 
１８：００～１９：００ 

北九州市小倉北区大手町11番4号 
北九州市立男女共同参画センタ—ム—ブ 
４Ｆ・活動室 

（ビッグブック） 

 
（クローズド・ミーティングとオープン・ミーティングについて） 
 【Closed】クローズド・ミーティングは「ＡＡのメンバー」もしくは「飲酒に問題があり飲むのをやめたいという願い」 

がある“本人”だけのミーティングです。 
 【Open】オープン・ミーティングは“本人”以外で「ＡＡに関心のある方」にも参加を認めているミーティングです。 

家族・友人、医療関係者、行政関係者の参加を認めています。 
関係者の参加にあたっては各会場の司会者の指示に従ってください。 
 

 
【ＡＡに御用のある方は（問い合わせ先）】 

ＡＡ日本ゼネラルサ―ビスオフィス（ＪＳＯ） 東京都豊島区池袋４―１７－１０（土屋ビル３階）     TEL03-3590-5377 
AA のホ―ムペ―ジ  http://aajapan.org/. 

 
ＡＡ九州沖縄セントラルオフィス（ＫＯＣＯ） 鹿児島市祇園之洲町１２（セジュ―ル祇園之洲 203 号）  TEL099-248-0057 

九州各県のミーティング会場案内  http://www.aa-koco.com/kaijou.html      
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   アルコホーリクス・アノニマス® (無名のアルコール依存症者たち)   

ＡＡ福岡グレイスグループ 
 
 

 

     

     
 
 

（アルコホリズムとはアルコール依存症 アルコホーリクはアルコール依存症者と訳されています） 
           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ AA の概要（AA 序文） 

アルコホーリクス・アノニマス®は、経験と力と希望を分かち合って共通する問題を解決し、ほかの人たちもアル

コホリズムから回復するように手助けしたいという共同体である。ＡＡのメンバーになるために必要なことはただ一

つ、飲酒をやめたいという願いだけである。会費もないし、料金を払う必要もない。私たちは自分たちの献金だけ

で自立している。ＡＡはどのような宗教、宗派、政党、組織、団体にも縛られていない。また、どのような論争や

運動にも参加せず、支持も反対もしない。私たちの本来の目的は、飲まないで生きていくことであり、ほかのアル

コホーリクも飲まない生き方を達成するように手助けすることである。（AA グレープバイン社の許可のもとに再録）      

   アルコホリズムとはアルコール依存症 アルコホーリクはアルコール依存症者と訳されています 

☆ AA メンバーになるには 

    飲酒をやめたいという願いを持っている方なら誰でもメンバーになれます。 

☆ 入会金や会費はありません 

    グループの運営費はすべて自分たちの任意の献金だけでまかなっています。 

☆ 名前や住所を明かす必要もありません 

    本名を名のることも住所をあかす必要もありません。自分の話を安心してできます。 

 
☆ ミーティングのご案内   「オープンミーティング」です。関心ある方はご自由に参加ください。 

 

  ● 小倉かわらぐちミーティング   （小倉カトリック教会 小倉北区香春口 1-3-1） 

                              第 2.4 土曜日    15：15～16：45 

● 行橋ミーティング  （行橋市中央公民館 行橋市大橋 1-9-26 JR 行橋駅より徒歩１２分） 

                毎週月曜日     18：30～20：00 

                木曜(1.3.5 週)    18：30～20：00 【第 5 週はビデオ鑑賞】 

    ● 田川ミーティング  （田川文化センター/田川青少年文化ホール 田川市平松町３－３６） 

                    第 1.3.5 土曜日   14：30～16：00 

  

☆ 具体的な活動内容 

○ ミーティングは当事者たちが体験を語る「オープンミーティング」を開催しています。飲酒の問 

題のある本人以外に、家族・友人・関係者・専門家・ＡＡに関心のある方々なども参加できます。 

〇 ニューズレター「AA わたしの青空」を発行しています。購読希望の方はご連絡ください(無料) 

〇 ミーティングが変更や休止されることがあります。 

変更や休止のお知らせは http://www.aa-koco.com / をご覧ください。 

（グループへの問合せは⇒090-9598-8722） 

☆ AA のホームページ 

   さらに AA について詳しくは「AA のホームページ」www.aajapan.org をご覧ください。 

 
≪お問合わせ先≫ 

● NPO 法人 AA 日本ゼネラルサービス（JSO）     東京   TEL.03-3590-5377 

● ＡＡ九州・沖縄セントラルオフィス（KOCO）    鹿児島 TEL/FAX .099-248-0057 

〒８９２－０８０３ 鹿児島市祇園之洲町１２ セジュール祇園之洲 102 号 

  10：00～16：00（土.日.祭日:休み） 8 月 13 日～15 日休み 12 月 30 日～1 月 3 日休み  

            http://www.aa-koco.com/   （検索キーワード「AA 九州沖縄」） 
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もうひとりじゃない！マックはあなたのそばにある。 
依存症の問題は、アルコール・薬物・ギャンブル・ゲーム・インターネット・買

い物 ．．．．というように時代の流れとともに多様化し、深まりながら、年齢を問

わず顕在化してきています。 
 

北九州マックのプログラム  
 

依存症からの回復には2つの大きな要素が必要です。一つ目は回復者の支えを利用することです。相

互支援グループ（AAやGAなど）への参加を勧めています。また、ミーティングを中心とした参加

者同士の分かち合いの時間を多くとっています。二つ目は12ステッププログラムの活用です。AA

（アルコホーリクス・アノニマス）は1935年にアメリカで生まれた相互支援の運動です。そこで使

われている12ステッププログラムは当時アルコール依存症が社会的な問題になり、解決策のなかっ

たアメリカで画期的な成果を上げました。日本でも近年12ステップログラムが見直され、大きな成

果をあげ、半数以上が回復への道を歩きはじめています。 
 

依存症者ナイトケア施設 クロップハウス  
 

回復途上の仲間との共同生活の中で、ソブラエティ（アルコールや薬物を使用しない）や アブステナ

ンス（賭け事をしない）で生活を送るための基礎作りに取り組みます。 
 

家族会  
 

依存症は家族を巻き込む「病」の代表とされています。 

家族が疲弊していては、充分な支援ができなくなります。上手にご本人と付き合っていけるように家族

会で少しずつ学んでいきましょう？（第3木曜日18：00～20：00） 
 

女性ミーティング  
 

毎月第1・3・5月曜日10：00～12：00 女性限定。当事者、ご家族、支援者など依存症でお困り

の方なら参加可能です。 男女共同参画センタームーブ4F活動室にて開催。 
 

 年中無休  

 相談支援・プログラム利用は無料！ 

 お問い合わせはお気軽に！ 
 

         地域活動支援センター 北九州マック 

         〒803-0814 北九州市小倉北区大手町 6-27 管工事協同組合 3F 

 TEL：093-967-7691 FAX：093-967-7692 

        http://japanmac.or.jp/kitakyushumac/ 
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アラノン家族グループ 

 

お酒とそれに関連する問題 

 

 
 

あなたは 

◇身近な方のお酒のことで悩んでいますか？ 

◇その人がお酒さえ止めれば問題は解決すると思いますか？ 

◇子どもの頃、親や身近な人のお酒で嫌な思いをしたことがありますか？ 

◇私の苦しみは誰にも理解してもらえないと思っていますか？ 

 

一人で抱え込まないで 

あなたは一人ではありません。 

アラノンのメンバーは皆、あなたと同じ苦しみを経験しています。 

アラノンには経験から生まれた多くの知恵があり、私たちは、アラノンの本を読み、

仲間と経験を分かち合うことから希望を見つけています。 

 

あなたの行動、それが第一歩です。私たちと一緒にはじめませんか？ 

 

アラノンは、会費も月謝もいりません。自分たちの自由な献金だけで自立しています。 

プライバシーを大切にしていますので、安心して参加できます。 

 

特定非営利活動(NPO)法人 アラノン・ジャパン 

Tel 045-642-8777  

（平日 10:00～16:00 水曜・土曜・日曜・祝日は休み）

〒221-0075 神奈川県横浜市神奈川区白幡上町１９－１３ 

ホームページ http://www.al-anon.or.jp/   アラノン→ 検索  

 

  

2019 年 10 月現在 
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あなたの回りにお酒の問題はありませんか？ 

アラノン・ミーティング案内 
＜九州・山口県ミーティング会場＞ 

アラノン家族グループって なに？ 
アラノンはアルコール依存の問題をもつ人の家族や友人がミーティングを行い、経験の分かち合い

を通して健康的な人間関係に立ち戻るために助け合う自助グループです。アラノンではお互いを大

切にし、プライバシーを守ります。これまで話せなかったことも安心して話すことができます。心

を開いて話し合ってみませんか？ 

アラノンＡＣ（アダルトチルドレン）の方も参加しています。 

※アラノンＡＣ 
子どもの頃にアルコール依存症の影響を受けたと感じている人たち 

 
アラノングループ一覧表 2019 年 10 月現在 

№ グループ名 会場・所在地 開催曜日・時間 

【福岡県】   

1 福岡 

日本福音ルーテル箱崎教会 

〒812-0053 福岡市東区箱崎 3-32-3 

JR 鹿児島本線 箱崎駅下車 徒歩 8 分 

福岡市営地下鉄箱崎線 箱崎九大前駅下車 徒歩 1 分 

第 2・4 土曜日 

3:30PM～4:30 

2 小倉 

北九州市立生涯学習総合センター 

〒803-0811 北九州市小倉北区大門 1丁目 6-43 

JR 日豊線・鹿児島本線 西小倉駅下車 徒歩 10 分 

日曜日 

※第 5 週めは休み 

2:00PM～3:00 

【長崎県】  

1 長崎琴のうみ 

長崎市江平地区ふれあいセンター 

〒852-8106 長崎市岩川町 7番 1 号 

・ＪＲ長崎本線 浦上駅下車 徒歩 3 分 

・路面電車 浦上駅前下車 徒歩 3 分 

・バス（長崎バス・県営バス） 浦上駅前下車 徒歩 3 分 

第 1・3 土曜日 

1:00PM～2:00 

【山口県】  

1 宇部ときわ 

宇部市総合福祉会館 

〒755-0033 宇部市琴芝町 2-4-20 

ＪR 宇部線 琴芝駅より 徒歩 2 分 

木曜日 

10:00AM～11:00 

2 山口西京 

小郡ふれあいセンター 

〒754-0001 山口市小郡下郷 1440-1 

JR 山口線 周防下郷 徒歩 1 分 

土曜日 

1:30PM～2:30 

  

※会場は必要な時間をお借りしているだけです。会場への電話はご遠慮下さい。 
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N
ar

co
ti

cs
 
A

n
o
n
y
m

o
us

 

（薬
物
依
存
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ
） 

 

Ｎ
Ａ
（
ナ
ル
コ
テ
ィ
ク
ス
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
）
は
、
薬
物
に
よ

っ
て
大
き
な
問
題
を
抱
え
た
仲
間
同
士
の
非
営
利
的
な
集
り

で
す
。
私
た
ち
は
互
い
に
助
け
合
い
、
ク
リ
ー
ン
で
生
き
る
た

め
に
定
期
的
に
仲
間
と
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
回
復
に
向
か
っ

て
い
る
ア
デ
ィ
ク
ト
で
す
。

 

私
た
ち
は
あ
な
た
が
、
何
を
ど
の
く
ら
い
使
っ
て
い
た
の
か

な
ど
と
い
っ
た
こ
と
に
は
一
切
関
心
が
な
く
、
た
だ
あ
な
た
が

自
分
の
問
題
に
ど
う
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
私

た
ち
は
ど
の
よ
う
な
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
関

心
が
あ
り
ま
す
。

 

Ｎ
Ａ
は
あ
ら
ゆ
る
薬
物
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
メ
ン
バ
ー
に
な
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、

薬
物
を
や
め
た
い
願
望
だ
け
で
す
。
私
た
ち
は
、
心
を
開
い
て

自
分
の
た
め
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
事
を
勧
め
ま
す
。
私
た
ち

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
常
生
活
の
中
で
実
行
で
き
る
よ
う
に
簡

単
に
書
か
れ
た
一
連
の
原
理
で
す
。
こ
の
原
理
に
お
い
て
一
番

重
要
な
事
は
、
こ
の
原
理
は
効
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

ナ
ル
コ
テ
ィ
ク
ス
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
は
、
い
か
な
る
組
織
に
も

従
属
し
て
い
な
い
し
、
入
会
金
も
月
謝
も
要
ら
ず
、
宣
誓
書
を

書
く
必
要
も
な
く
、
い
か
な
る
人
に
も
約
束
を
求
め
ま
せ
ん
。

ま
た
、
い
か
な
る
政
党
、
宗
教
、
警
察
に
も
関
係
は
な
い
し
、

監
視
を
受
け
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

初
め
て
来
た
人
は
ど
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
一
番
大
切
な

人
で
す
。
私
た
ち
の
持
っ
て
い
る
も
の
は
、
新
し
く
来
た
人
に

手
渡
す
事
で
保
ち
続
け
る
事
が
出
来
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は

グ
ル
ー
プ
の
経
験
か
ら
定
期
的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
出
続
け

て
い
る
人
達
が
ク
リ
ー
ン
（
薬
物
を
使
わ
な
い
生
き
方
）
に
出

会
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

 

   

中
島
市
民
セ
ン
タ
ー

(小
倉
北
区
昭
和
町

1
6

-
2
）

 

黄
金
町
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
５
分
（

2
1

.2
2

.2
5

.4
3
）

黒
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（

八
幡
西
区
筒
井

4
－

7
）

 

J
R
鹿
児
島
本
線
黒
崎
駅
よ
り
徒
歩
５
分

 

 
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

（
小
倉
北
区
鍛
冶
町

2
-
3

-
9
）

 

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
よ
り
徒
歩
１
０
分

 

生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

（
小
倉
北
区
大
門

1
－

6
－

4
3
）

 

Ｊ
Ｒ
西
小
倉
駅
よ
り
徒
歩
１
０
分

 

 
     

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
問
い
合
せ
、
案
内
）

 

 N
A
北
九
州
グ
ル
ー
プ

 
０
８
０
－
１
７
９
７
－
１
１
８
７
（
ノ
リ
コ
）

 

０
９
０
－
７
９
８
３
－
３
１
７
１
（
カ
ツ
）

 

  ※
 
初
め
て
の
仲
間
、
久
し
ぶ
り
に
来
る
仲
間
へ

 
 急
き
ょ
、
会
場
が
変
更
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、

念
の
た
め
上
記
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
電
話
番
号
で

会
場
を
確
認
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

     

国
道

3
号

 

黒
崎

整
形
外

科
 

筒
井
町

 

八
幡

西
区
役

所
 

レ
ン

タ
カ
ー

 

ふ れ あ い 通 り  

バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル

 
セ

ブ
ン

イ
レ

ブ
ン

 

２ ０ ０ 号 線  

至
折

尾
←

 
→

至
小

倉
 

黒
崎

駅
 

中
央

図
書
館

 

小
倉

北
警
察

署
 

市
庁

舎
 

松
本

清
張
記

念
館
 

 

 

小
倉

城
 

リ
バ

ー
ウ
オ

ー
ク

 

JR
西

小
倉

 

香 春 口 三 萩 野 駅  

フ
ァ

ミ
マ

 

← 至 JR 小 倉 駅  

←
至
八
幡

 

国
道

3
号

 
三 萩 野 交 差 点  

サ
ン

リ
ブ

 

中
島
小
学
校

 

グ
ル

メ
シ
テ

ィ
 

三 萩 野 交 差 点  

セ
ブ

ン
イ

レ
ブ
ン

 

19
9
号

線
 

鍛 治 町 ２  

小 倉 駅 前  
眞

浄
寺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ﾁ
ｬﾁ
ｬ
ﾀｳ
ﾝ 

九
電

 

駐 車 場  

JR
小

倉
駅

 

門
司

→
 

月
 

水
 

土 ン
 

日 ン
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◆
N

A
北
九
州
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
会
場
◆

 
 月

 
中
島
市
民
セ
ン
タ
ー
（
＊
ク
ロ
ー
ズ
ド
）

 

＊
ｽ
ﾃ
ｯﾌ
ﾟﾐ
ｰﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ
＊
最
終
週
の
み
伝
統
ﾐ
ｰ
ﾃｨ
ﾝｸ
ﾞ 

1
9
：

0
0
～

 

2
0
：

3
0

 

水
 
黒
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（
オ
ー
プ
ン
）

 

第
２
週
＊
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
）

 

1
9
：

0
0
～

 

2
0
：

3
0

 

土
 
小
倉
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
（
オ
ー
プ
ン
）

 
1

9
：

0
0
～

 

2
0
：

3
0

 

日
 
小
倉
北
区
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

 

（
オ
ー
プ
ン
）

 

1
８
：

0
0
～

 

1
9
：

0
0

 

＊
ス
テ
ッ
プ

 
 

 
1

2
ス
テ
ッ
プ
に
焦
点
を
あ
て
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 

＊
伝

 
 
統

 
 

 
1

2
の
伝
統
に
焦
点
を
あ
て
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 

＊
オ
ー
プ
ン

 
 

 
薬
物
依
存
症
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
関
係

者
も
参
加
可
能
。
但
し
家
族
で
あ
っ
て
も
発
言
は

で
き
ま
せ
ん
。

 

＊
ク
ロ
ー
ズ
ド

 
 
本
人
以
外
参
加
で
き
ま
せ
ん

 

＊
ビ
ジ
ネ
ス

 
 

 
グ
ル
ー
プ
の
運
営
会
議

 

             

                 

   

    

  

Ｎ
Ａ
日
本
公
式
サ
イ
ト
：

h
tt

p
:/

/n
a
ja

p
a
n

.o
rg

/
to

p
.h

tm
l 

 Ｎ
Ａ
北
九
州
グ
ル
ー
プ

 

 
●
Ｎ
Ａ
に
は
解
決
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

 ●
Ｎ
Ａ
（
ナ
ル
コ
テ
ィ
ク
ス
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
）
は
、

薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
を
目
指
し
た
、
薬

物
に
問
題
を
抱
え
る
非
営
利
的
な
人
た
ち

の
集
ま
り
で
す
。
 

「
な
ぜ
、
私
た
ち
は
こ
こ
に
い
る
の
か
？
」

 

 

Ｎ
Ａ
の
仲
間
に
な
る
ま
で
私
た
ち
は
、
自
分
の
人
生
が

ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
し
、
他
の
人
た
ち
の
よ

う
に
生
き
る
こ
と
も
人
生
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
違
う
楽
し
み
を
探
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
答
を
薬
物
に
見
つ
け
た
と
思

っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
、
家
族
、
妻
、
夫
、
子
供
た
ち
の

こ
と
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
、
ま
ず
薬
物
を
使
う

 こ
と
を

考
え
て
い
た
し
、
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
払
っ
て
薬
物
を
手
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
多
く
の
人
た

ち
を
傷
つ
け
て
き
た
が
、
一
番
ひ
ど
く
傷
つ
け
た
の
は
自

分
自
身
で
あ
る
。

 
そ
し
て
自
己
責
任
を
引
き
受
け
る
能
力

に
欠
け
て
い
た
た
め
、
実
際
は
自
分
で
自
ら
の
問
題
を
作

り
出
し
て
き
た
。
私
た
ち
は
現
実
に
直
面
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 

私
た
ち
は
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
少
し
づ
つ
自
殺

を
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
し
か
し
、
ア
デ
ィ
ク
シ

ョ
ン
は
巧
妙
な
敵
な
の
で
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
手
だ
て
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
多
く
は
、
最
後
に
は
、

刑
務
所
や
治
療
薬
、
宗
教
、
精
神
科
医
の
世
話
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
ど
れ
を

と
っ
て
も
満
足
の
い
く
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
た

ち
の
病
気
は
必
ず
再
発
す
る
か
進
行
し
た
。
つ
い
に
私
た

ち
は
こ
の
状
態
か
ら
抜
け
出
し
た
い
一
心
で
、
ナ
ル
コ
テ

ィ
ク
ス

 
ア
ノ
ニ
マ
ス
の
仲
間
に
助
け
を
求
め
た
の
で
あ

る
。

 

Ｎ
Ａ
に
来
て
か
ら
、
私
た
ち
は
治
る
と
い
う
こ
と
の
な

い
病
気
に
苦
し
む
病
人
で
あ
る
こ
と
に
気

 
付
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
あ
る
時
点
で
病
気
の
進
行
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
そ
う
す
れ
ば
回
復
が
可
能
な
の
で
あ
る
。 

 
 

『
ナ

ル
コ
テ

ィ
ク
ス

ア
ノ
ニ

マ
ス
日

本
』

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
よ

り
抜
粋
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依
存
症
は
回
復
可
能
な
病
気
で
す
。

仲
間
と
共
に
解
決
へ
向
け
て
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

特特
定定
非非
営営
利利
活活
動動
法法
人人

北北
九九
州州
ＤＤ ＡＡ

ＲＲ ＣＣ
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

＆
プ
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ウ
ス

            

薬
物
依
存
症
は
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
定
義
の
通
り
、

精
神
的
・
身
体
的
・
社
会
的
な
「
病
気
」
で
す
。
薬
物
の
使
用
を
続

け
る
と
脳
に
変
化
が
起
き
、
薬
物
使
用
に
対
す
る
「
渇
望
」
や
「
強

迫
観
念
」
が
、
意
志
と
は
反
し
て
起
き
る
よ
う
に
な
り
、
薬
物
の
使

用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
が
依
存
の
状
態
で
す
。

依
存
症
か
ら
の
回
復
に
必
要
な
の
は
、

た
だ
単
に
薬
物
の
使
用
を
止
め
る
事
だ

け
で
な
く
、
専
門
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
「
薬
物
を
使
わ
ず
に
生
き
る
力
」

を
身
に
付
け
て
い
く
事
で
す
。
時
間
を

か
け
て
過
去
の
習
慣
や
考
え
方
、
価
値

観
を
振
り
返
り
、
変
え
て
い
く
事
が
必
要
で
す
。

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は

年
に
東
京
で
始
ま
り
、
現
在
で
は
関
連
施
設

を
含
め
８
０
か
所
以
上
の
ダ
ル
ク
が
薬
物
問
題
を
解
決
す
べ
く
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
回
復
の
過
程
で
は
様
々
な
障
害
が
伴
い
、
そ

の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
験
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、

回
復
し
て
い
く
場
所
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
な
の
で
す
。

北
九
州
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
平
成
９
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
平
成

年
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
得
。
現
在
、
日
中
活
動
場
所
は
「
北
九

州
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
夜
間
宿
泊
施
設
は
「
プ

レ
ジ
ャ
ー
ハ
ウ
ス
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
主
に
薬
物
依
存
か
ら
の

回
復
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ダ
ル

ク
で
は
、
同
じ
依
存
症
と
い
う
病
気
を

抱
え
た
仲
間
同
士
が
出
会
い
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
集
団
精
神
療
法
）

を
通
じ
て
経
験
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
回
復
の
第
一
歩
で
す
。
ま
た
、

認
知
行
動
療
法
、

ス
テ
ッ
プ
の
分
か
ち
合
い
、
依
存
症
セ
ミ
ナ

ー
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
運
動
な
ど

回
復
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
期
間
は
個

人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
約
１
～
２
年
間
で
す
。

月
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

相
互
援
助
グ

ル
ー
プ
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

（
Ｎ
Ａ
，

Ａ
Ａ
等
）

も
し
く
は
、

ダ
ル
ク
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

火
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
はヨ

ーガ
療法

 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

水
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 
ス
テ
ッ
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

木
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
は認

知行
動療

法 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

金
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

土
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

日
デ
イ
ケ
ア
休
み
（
セ
ル
フ
ケ
ア
）

〒 福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
片
野

片
野
タ
カ
ケ
ン
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
３
－
９
２
３
－
９
２
４
０

 

薬
物

依
存

症
と

Ｄ
Ａ

Ｒ
Ｃ

(ダ
ル

ク
) 

北
九

州
Ｄ

Ａ
Ｒ

Ｃ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 

週
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

 

 

― 17 ―



○
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
（
鹿
児
島
本
線
）
よ
り

北
九
州
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
り
換
え
、
片
野
駅
下
車
徒
歩

分
○
Ｊ
Ｒ
城
野
駅
（
日
豊
本
線
）
よ
り
徒
歩
１
０
分

○
西
鉄
バ
ス

城
野
四
角
バ
ス
停

下
車

分

 

 

１
．
電
話

０
９

３
－

９
２

３
－

９
２

４
０

・
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
面
接
日
時
を
予

約
し
て
頂
き
ま
す
。

・
ご
本
人
、
ご
家
族
ど
ち
ら
か
だ
け
の
相
談
で
も
結
構
で

す
。
支
援
者
、
関
係
者
の
方
も
可
能
で
す
。

２
．
面
接

・
ス
タ
ッ
フ
が
面
接
に
て
話
を
お

伺
い
し
ま
す
。

３
．
体
験
利
用

・
１
～

日
程
度
の
体
験
を
し
て
頂
い
た
あ
と
、
最
終
的

な
利
用
を
決
め
て
い
く
事
も
可
能
で
す
。

４
．
利
用
開
始

・
通
所
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
（
デ
イ
ケ
ア
で
の
回
復
プ
ロ
グ

ラ
ム
）

・
入
所
の
方
は
デ
イ
ケ
ア
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
＋
プ
レ
ジ
ャ

ー
ハ
ウ
ス
で
の
共
同
生
活

・
個
別
支
援
（
相
談
、
生
活
の
支
援
な
ど
）

入
所
ま
た
は
通
所
の
決
定

連
絡
を
頂
い
た
後
、
職
員
が
面
接
を
行
い
ま
す
。
施
設
紹

介
、
約
束
事
な
ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
、
一
定
観
察
期
間
を

終
了
後
、
入
所
可
能
か
否
か
を
判
断
し
、
本
人
同
意
の
も

と
で
入
所
ま
た
は
通
所
を
決
め
ま
す
。

住
居
及
び
居
室

住
所
：
北
九
州
市
小
倉
北
区
内
木
造
二
階
建
て

居
室
数
：
４
室
、
談
話
室
：
１
室

定
員
：

名

注
意
事
項

）
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
持
込
み
及
び
使
用
は
禁
止
。

）
門
限
は

時
で
す
。

）
暴
力
が
あ
っ
た
際
は
利
用
中
止
に
な
り
ま
す
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
異
性
と
の
交
際
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

入
所
費
用
及
び
手
続
き

）入
寮
の
場
合
（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ウ
ス
＋
デ
イ
ケ
ア
利
用
：

家
賃
、
生
活
費
、
光
熱
費
、
日
用
品
費
、
設
備
維
持
管
理
費
）

円
（
応
相
談
）

）
通
所
の
場
合
（
デ
イ
ケ
ア
利
用
料
）

円
（
応
相
談

生
活
保
護
の
方
無
料
）

※
諸
事
情
に
よ
り
経
済
的
に
困
難
な
場
合
は
面
接
時
に
ス
タ
ッ
フ

に
ご
相
談
下
さ
い
。
一
緒
に
考
え
て
い
く
事
が
で
き
ま
す
。

※
公
費
（
生
活
保
護
等
）
に
よ
る
施
設
利
用
も
可
能
で
す
。

※
通
所
、
入
所
中
の
医
療
費
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
は
お
気
軽
に
！

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
：

－
－

（
相
談
は
無
料
で
す
。
関
係
者
の
方
も
ど
う
ぞ
。）

 

片
野

交
番

前
信

号
 

小 倉 駅  

紫
川

IC
 

三
郎

丸
 

ジ
ム

 
 

ベ
ル

 
ク

ラ
シ

ッ
ク

 

３ ２ ２ 号 線  

北 九 州 モ ノ レ ー ル  

ベ
ル

コ
 

チ
ャ

ペ
ル

 

城
野
駅

 

ト
ヨ
タ

 
ネ
ッ
ツ

 

ト
ヨ

タ
 

パ
チ

ン
コ

 
Ｏ

Ｐ
Ａ

 

片
野
四

丁
目
信
号

 

北
九
州

 
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（１

F
） 

華
の

湯
 

小 倉 南 区  

 セブ
ン

 
イ

レ
ブ

ン
 

片
野

二
丁

目
信

号
 

城
野

交
差

点
 

 

片
野

交
番

 

モ
ノ
レ

ー
ル
片
野
駅

 

城
野
四

角
バ
ス
停

 

城
野
四

角
 

バ
ス
停

 デ
イ

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

ア
ク

セ
ス

 

 

ダ
ル

ク
の

利
用

に
あ

た
っ

て
 

プ
レ

ジ
ャ

ー
ハ

ウ
ス

(グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
)入

所
に

あ
た

っ
て
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［連絡先：エーアールビー 岡原 ／ ／ ］

  

ってなんだろう？どんなところだろう？ 独りじゃ大変そうな依存症克服
同じ悩みを持つ仲間同士が集い、痛み・苦しみを分かち合ったり、励まし合ったり、気楽に語り合える 『スペース』 、
ホッと出来る 『時空間』 でありたいと我々は思っています。 和気あいあいをモットーに意見交換や近況報告・・・

お互いの回復を願い、励まし合いながら活動している 「セルフヘルプ・グループ（自助会）」 です。

アルコール・ギャンブル・ゲーム・薬物・・・  仲間と共に歩んでいく回復の道程
みちのり

 

 

 

Ａｄｄｉｃｔｉｏｎ（嗜癖
し へ き

）からの  Ｒｅｃｏｖｅｒｙ（回復）への  Ｂｒｉｄｇｅ（架け橋） 

ARB は北九州市立精神保健福祉センター主管のエリアネットワーク「北九州セルフハート会議」に参加、活動しています 

 

会則や参加資格などはありませんので

ご本人はもとよりご家族、知人などが

依存症でお悩みの方々も気楽に

ご参加ください。

八幡厚生病院での学習プログラムや ステップ等をベースに、
依存症からの回復や悩みに対処する力を身に付けていきたい
と、皆で取り組んでいます。医療機関退院後の孤独な状態を
避けるための 『交流会』・『憩いの場』・『居場所のひとつ』
でありたい。 メンバーの総意だと思います。

＊ 若松駅から徒歩 分
＊サンリブ若松 ウラ
＊若戸渡船・若松渡場から徒歩 分

第一駐車場：若松生涯学習センター南側
第二駐車場： 若松駅南側（洞海湾側）
施設正面玄関周辺のロータリー部分は駐車禁止です

ミーティング日時 

毎週 木曜日
19:00～20:40 

 

ミーティング会場 

若松生涯学習センター

〒 北九州市若松区本町

 

基本 年中無休で開催予定 （若松市民会館内 ２ 第二集会室）

 

 

 

若松市民会館

会場アクセス
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夫や周囲の人との関係で悩んだり、生きづらさを抱えたりする女性の 

語り合いのグループ ひだまり 
 

夫や、周囲の人との関係でうまくいかないことが多い 

女性としての生きづらさを感じている 

子育てを通して、育てづらさを感じている 

親との葛藤に、特に母親や娘との葛藤に戸惑っている 

自分はＡＣではないかと思っている 

 

どこにでもいそうな人たち・・・ 

ひだまりは、そんなあなたのためにあります 

 

心の中で、もうひとつの自分が苦しんでいませんか 

一人で悩まないで、みんなと一緒に分かち合いませんか 

 

自分の悩みや困っていることを話し、人の話も聴き共感し、 

人とのつながりを感じながら、生きる力を得て 

少しずつ問題を受け止め、解決していきます 

 

８０分間のミーティングは 

北九州市小倉北区内で行っています 

緊急支援の必要がある場合のため支援者が入ります 

参加費は３００円です 

 

お問い合せ先 

 

ＮＰＯ法人ＦＯＳＣ(フォスク) 

 
   Ｅメール contact@npo-fosc.com  
 
   メールのみでの問い合わせです  

   

ＵＲＬ  http://www.npo-fosc.com 
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性的被害体験や性的傷つき体験を女性の 

自助グループ ひなたぼっこ 

身体をさわられた、のぞかれた、性的な強要を受けたなど 

 

性的に納得できない体験で傷ついたり 

被害体験による心の痛みからの回復を行うために 

 

過去の体験や今の思いを表現できる場を提供して 

 

つらい思いや日常の些細な出来事などの思いを共有します 

 

女性参加のクローズドのミーティングですが 

 

性別に関係なく性的被害体験や性的傷つき体験を持つ人は参加できます 

 

性的マイノリティや男性の方は 

 

メールで問合後に電話にて参加の相談をお願いします 

 

８０分間のミーティングは 

北九州市小倉北区内で行っています 

緊急支援の必要がある場合のため支援者が入ります 

参加費は３００円です 

 

お問い合せ先 

 

ＮＰＯ法人ＦＯＳＣ(フォスク) 

 
   Ｅメール contact@npo-fosc.com  
 
   メールのみでの問い合わせです  
 

ＵＲＬ  http://www.npo-fosc.com 
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〒８０４－００９２
北九州市戸畑区小芝三丁目１２－１４

（０９３）８８２－２１７４ （０９３）８８２－２２０５

自社製品
和紙・雑貨作り

レストラン
お弁当

お菓子作り

（就労継続支援Ｂ型事業所）

● はぁとねっと戸畑
〒８０４－００９２
北九州市戸畑区小芝三丁目１２－３０

（０９３）８８２－６６４８ （０９３）８８３－６６２８

● コラボ北九州城野
〒８０２－０８０１
北九州市小倉南区富士見三丁目１－５

（０９３）９４１－５００９ （０９３）６４７－４０８５

● さんらいず小芝（レストラン
〒８０４－００９２
北九州市戸畑区小芝三丁目

（０９３）８８３－７００５ （０９３）８８３－７８８９

● コラボ北九州企救丘
〒８０２－０８３６
北九州市小倉南区石田南三丁目７－１

（０９３）９６４－０７９６ （０９３）３８３－８４３８

● マイマイ工房黒崎
〒８０６－００２２
北九州市八幡西区藤田一丁目１－３８

マリンコート１
（０９３）６２２－８１９１ （０９３）６２２－８１９０

障害をお持ちの方

働きたい意欲のある人、応援させてください。
作業能力の向上・生活習慣の改善・接遇マナーなど

社会に対応する姿勢をサポートします。

ぜひ見学会にお越しください
屋外作業訓練
清掃・除草・丁合
ポスティング他

室内作業訓練
組立・箱詰め

チラシ折り込み他
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ピア・カウンセリング 北九州市から委託を受けてピア・カウンセリング事業を行っています。同じよう

な障害を持つ仲間どうしで情報を提供しあったり体験を共有し勇気づけたり問題を解決する手助けを行う

ものです。平日の 11:00 から 15:00 までの最長２時間、月に５回まで無料で受ける事が出来ます。時間外

や訪問も場合によっては、ご自宅、喫茶店、病院とかご自由な時間帯にやっておりますので、詳しくはお

問合せ下さい。当事者だけでなく、ご家族のカウンセリングも行っております。 

 
平日９：００からのフリースペース♪ 
１０：３０～ラジオ体操して♪ 
午前中のミーティング♪ミーティング 
が終わったらフリースペース１１：４５分から 
１時まで休憩♪午後１：００からミーティング♪ミーティングがおわったら 
４時までフリースペース♪年末年始は、カレンダー通りにお休みします♪ 
障害を持つ人の社会復帰・社会参加を支援するグループです♪ 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基本公共の交通機関（バス等）で起こし下さい。利用は完全予約制になっていますので 
必ず連絡してからお越し下さい。見学の方も要予約です。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホーム：http://www.wendy21.jp メール：wendy21@f2.dion.ne.jp 

〒800-0043 北九州市門司区緑ヶ丘 10 番 19 号 Tel:093-383-3169 Fax:093-391-2167 

サウンドセラピー、レイキヒーリング等で心

身共にリラックス。  

☆健康作り  
 ラジオ体操、笑いヨガ、気功等

☆ピアカウンセリング  
 ピア（同じ障害を持つ仲間）とのカウンセリン

グで、問題解決の糸口をさがしたり。  

カラオケ。楽器演奏。合唱、ハミング等  

介護、家事援助、話し相手、病院への送迎など、
※現在は休業中です。  

門司競
輪場跡 

 

 

公
園 

 
市営 

緑ヶ丘団地 

 
公園 門司駅より 

 西鉄バス47,48,49番,15分 
「緑ヶ丘中学校下」下車 
 徒歩５分（坂道注意） 
 
〒800-0043 

Tel 383-3169  Fax391-2167 
NPO 法人ウエンディ 

地域活動支援センター 
 ウエンディ本部 

３号線 

緑ヶ丘
病院 

福銀 
 

西鉄バス「緑ヶ丘中学校下」

西
鉄
バ
ス
乗
場
「
門
司
駅
前
」 

 
緑ヶ丘 
中学校 

 

７イレブン 
３9 ドラッ

グ 

⇐小倉 

門司駅 

P 

マックスバリュー 

 
稲積交差点 

地域活動支援センター 

ウエンディ本部 
☆趣旨障害（主に心の病）を持つ方の社会参加を支援

するグループです。ウエンディ本部は、日中の居場所を障害の

ある方に提供します。日中の活動にパソコン・ワープロの技能

練習、セルフヘルプミーティング等もしています。ピアカウン

セリング事業等もしています。運営もスタッフも当事者が行っ

ております。他では理解してもらえない複雑な事情や体験も、

ここでは受け入れあって仲間になれます。どうぞお気楽にいら

っしゃって下さい。常勤看護師が１名いますので、健康相談（30
分以内）とかもやっています。基本的に自分のしたい事をしま

す。 外来やデイケアから終了移行支援施設等に通う前のリズ

ム作り、お勉強タイム、自分探しの休養期間として利用されて

いる方もいますし、創作活動を通じて社会参加をしているメン

バーさんもいます。それぞれ自分の生き方を模索されています。 

基
本
的
理
念
は
、
愛
情
、
友
情
、
誠
実
さ
を
も
っ
て

ど
ん
な
人
に
も
平
等
、
対
等
な
関
係
で
運
営
し
て

行
く
事
で
す
。
地
域
や
社
会
と
の
繋
が
り
を
築
き

自
分
の
心
の
平
和
と
安
心
を
保
つ
事
が
社
会
貢

献
、
世
界
平
和
に
繋
が
る
事
を
信
じ
る
事
で
す
♪ 
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☆加入対象者 

 心空間を満たしたい人、病んでいる人、いない人少しさびしい人 

☆会員数（平成 22 年 3 月末現在） 

 50 名程度（定例に出席される方は 10 名程度です） 

☆入会金と年会費はありません 

☆具体的な活動内容 

○ 定例会開催  ○ 各種行事参加  ○ 各種講師派遣 

 ○ ピアカウンセリング・ピアサポート  ○ 精神科医療ユーザによる薬の体験的相談 

☆定例会等のご案内 

 とき…毎月第 1 土曜日の午後 1 時３０分より  参加費：無料 

 会場…サン・アビリティーズいいづか（住所：柏の森９５６-４） 

 ※定例会が終わって話したりないときなどは不定期に懇談会も開催します。 

     

           
       

 
 
 
 
  
   
 
 
  

   
  
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
                                   

                                      
 
 
    
    
 
 
 
 
 
 
 

 

「せいしんのやまい」といわれる人が迷ったり、悩んだり、病気が悪化してまで

働かないことはごく当たりのことです。 

しかし、誰か指導をしなければ何も出来ないといったことは本当なのでしょう

か？精神の病があろうとも、地域で生活することだけでも意味があります。自分

自身の人生を生きるために、ともに考えませんか？社会が決めた価値観と合わな

くても、自分らしく生きることを認めてくれる、友がここにはいます。 

 当会は福岡県では一番古くから開かれている１2 年間休むことがなかった会で

す。安心して、ぜひご参加ください。 

☆団体の設立の目的 

 ○ 当事者自身の病気など日常の問題に対処していくために、ともに仲間になって助け合

います。                   

○ 当事者の生活のニーズを具体的に考え、より良い生活ができるように実践します。 

○ 精神障害者の理解を社会に進め、障害者に対し差別のない社会づくりに参加し、ネッ

トワークづくりを進めます。 

○ 当事者が安心した環境で話をできるように、当事者自身によるミーティングを行うこ

とを原則とし、ミーティングで決められた主旨に従い会の運営を行います。 

○ 地域社会における当事者が住みやすい生活ができるよう、関係機関（行政機関、医療

機関、家族会、当事者会など）に連携し参加協力します。 

≪お問合わせ先≫ 

住所：820-0021 飯塚市潤野２８８－１－１０１（ゼンセイネット内） 

氏名：山梨 宗治 （連絡先 0948-25-3788 携帯 080－9142－3274） 

※夜間帯の相談電話は都合によりお受けできないことがあります。 

http：//pia@pia-net. net/    E-mail：pia@pia-net. net 

☆会員数（平成２５年８月現在） 
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家族会では、同じ悩み、苦しみを持った家族が気軽に集い、話し合い、
精神障がいに対する正しい知識を学び、支え、励まし合う集りを開いています。

北九州精神障がい者家族会連合会（あかつき会家族会）
事務局 北九州市戸畑区小芝３丁目１２－３０
電話 ０９３－８８２－２１７３

０９３－８８３－７８１５

ＵＲＬ

・ 家族のための心の電話相談＜ ＞：月・水・金の午後 時～午後 時
・ みんなでコーラスして楽しむ＜スイートメモリーズ＞：毎月 回開催
・ 誰でも気楽に集まり話し合える＜サロンおあしす＞：毎月 回開催
・ 家族による家族学習会：年 回開催 ・ 映画上映会：適時開催
・ 講演会、セミナー、勉強会等：適時開催 ・ その他、ボランティア活動、レクリエーション

＜＜家族会例会案内

みどりの会
（小倉地区家族会）

おあしす会
（八幡地区家族会）

あやめ会
（戸畑地区家族会）

日付 毎月第３土曜日
時間 ～
場所 貴船市民センター

小倉北区白銀 丁目

問合先
（福場）

日付 毎月第２土曜日
時間 ～
場所 筒井市民センター

八幡西区山寺町

問合先
（末安）

日付 奇数月第３木曜日
時間 ～
場所 はぁとねっと戸畑事業所

戸畑区小芝 丁目

問合先
（本城）

独りで悩まず、家族会に一度ご連絡ください。お待ちしています。

＜＜家族会の主な活動＞＞

ある日、突然、子供 妻・夫 兄弟姉妹がわけのわからないことを言い出した、
家にこもりがちになった｡ こんな経験はありませんか｡ どうすればいいのかわからない、
思い悩んだ末、精神科の病院、クリニックを訪ねたら｢こころの病｣と言われた｡

私たちはこの｢こころの病｣といわれる精神の病気にかかった
子供・親・兄弟姉妹・配偶者の家族が集る会です。 

北九州精神障がい者家族会連合会

あかつき会家族会
“精神障がいを持つ人の家族の会です”
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社会不安障害（対人恐怖等）、パニック障害、強迫性障害、心気障害等で悩んでいる方 

 

連 絡 先  (本部東京) TEL03-6661-3800 （代） FAX03-3621-8555  

NPO 法人「生活の発見会」ホームページ https://hakkenkai.org 

〒130-0001 東京都墨田区吾妻橋 2-19-4 リバーあみ清ビル 2F 

 、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 ＮＰＯ法人                

「生活の発見会」認定       会員数：22 名（全国 2,180 名） 

北九州集談会           集談会：発足年月日 1977 年 8 月 

                      活 動 地 域：特に限定はしていない 

上部団体：ＮＰＯ法人「生活の発見会」（全国組織・本部東京 1970 年発足） 

＊1998 年に保健文化賞を受賞（厚生労働省・朝日新聞厚生文化事業団、NHK 厚生文化事業団後援） 

メンバー構成 グループの沿革 

入会時の条件・運営費 定例会・活動場所 

グループの目的 その他 

・集談会での森田理論の学習        ・ 

・参加者による体験交流、体験発表       

・機関紙「生活の発見」誌、毎月発行 

・森田理論の基準型学習会、各種学習会等を開催    

・日本森田療法学会、岡本記念財団、精神科医  

の協力を得て活動を続けている  

・森田療法理論を中心とするメンタル 

 ヘルスに関することを会員同士による 

相互学習、実践活動を通じて心身の健康 

向上をはかる 

・会員同士は、仲間として助け合い暖かい 

 人間的な交流をはかり、共に成長する 

・条 件：メンタルヘルス学習会（森田 

療法理論）に興味のある方     

森田療法理論を生活に生かしたい方 

・運営費：会員 500 円、非会員 500 円  

 

・定例会：有り 
・毎月第２日曜日（変更有） 
・時間：13：30～17：00 
・場所：小倉南生涯学習センター 

・会員の自主運営による自助グループです 
・全国に学習拠点である集談会が 125 ヵ所 

2,180 名の会員がいます 
・北九州集談会は 1977 年に発足して活動  

 を続けています 

・下記の症状で悩んでいる方      

不安障害(対人恐怖)、パニック障害  

強迫性障害、心気障害（心身症）など 

・神経質性格の方 

・森田療法理論を学習したい方  
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北九州言友会の紹介 
言友会は吃音者のセルフヘルプグループで全国各地にあります。 

上部組織として全言連（ぜんげんれん＝全国言友会連絡協議会）を組織し各地で連絡を取り合い全国的な活動

を広げています。 

北九州言友会は昭和４３年に「吃友会」という名前で独自に発足し、すぐさま、福岡の仲間とともに「言友会」と改

名し、全国でも有数の歴史と活動実績を誇ります。 

現在会員数は約４０名、毎回の例会には１０名前後の会員が参加し、吃音について楽しく学びワイワイやってい

ます。レクリェーション活動も盛んで、キャンプ、懇親会など仲間づくりに力を入れています。 

 

例会日時 

毎月第 2 土曜日（まれに変更になることもあります） 月 1 回 

午後 6 時 30 分～8 時 30 分 

 

会場 

北九州市戸畑区汐井町１－６ウエルとばた６F 東部障害者福祉会館（TEL：093-883-5550） 

 

会報 

「ゆう and みい」を隔月発行。会員には「全言連ニュース」（隔月発行＝正会員のみ）とともに郵送。 

 

入会資格 

吃音に関心のある方、どなたでも。 

 

入金方法 

下記の入会金＋会費を郵便振替口座、または、例会時にお支払いください。 

（見学参加は無料です。） 

 

入会金 

1,000 円 

 

会費 

正会員 年間 3,600 円（半年 1,800 円） 学生割引あり 

賛助会員 年間 1,500 円 

本会の趣旨に賛同し、支援いただく人のために会報などの通信を主とします。 

会費納入 郵便振替 

口座名：北九州言友会 

口座番号：01760-7-21621 

 

会長 

金子 哲弥 

〒809-0030 中間市中央 2 丁目 4-6   TEL＆FAX 093-245-2651  携帯 090-8220-5600 

E メールは事務局（上村）へ uemura_t@leo.zaq.jp 
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ノーチラス会  北九州地方会 
（特定非営利活動法人日本双極性障害団体連合会） 

のお知らせ 
  

ノーチラス会とは、双極性障害（躁うつ病）だけに特化した自助グループで、患者さんやその家族、関係者な
どが集まり語りの場を設けています。 
 双極性障害を抱えながら生活する当事者、家族、そして関係者が集いあうことで、癒し、共感、安心、回復の
場となるこの会を、北九州市で開催しています。 

気分の波をコントロールし、自分らしい生活の仕方を工夫するには、同じ体験がある方のお話が実に説得力が
あるのです。貴方にとっての「生活の知恵袋」として、是非、本会を活用してください！ 

 
双極性障害の当事者、家族のかた、そして支援者の方々も、ご関心が向かれる場合はぜひご参加くださいませ。 

参加対象の方 
双極性障害の当事者、家族 、医療/福祉など支援者 

活動内容 
・2 か月に 1 回、地方会を行います。 
・参加者全員で、日常のこと（生活リズム、仕事、家族や友人関係、服薬のこと、医療との付き合い方）につ 

いて自由に語り合います。 
・会員さん、会員でない方も自由にご参加くださっています。 
・地方会に多くの方が参加していただけるように、ノーチラス会事務局からも広報を行っています 

（HP,FB、ツイッター等） 

集いの日時と場所、参加費 
日時  偶数月の第 4 土曜日の 13 時〜16 時（予定） 
場所  北九州市立男女共同参画センター・ムーブ （北九州市小倉北区大手町 11 番４号）を中心に開催 
   （会場は予約状況により変更する可能性があります） 
参加費 ノーチラス会会員は無料  非会員は 1000 円 
事前予約不要。当日直接会場へお越しください。※途中参加退出可能です。飲み物は各自ご持参ください。 
 
毎月の地方会の確認は 下記 QR コードクリック！  （福岡地方会は毎月開催中 ♫） 

 

           連絡先：bipolarktkysh@gmail.com     
世話役：日本赤十字九州国際看護大学  

メンタルヘルス領域教授 
高橋清美 
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第７回 リカバリー・パレード 回復の祭典 in 北九州（令和元年度は荒天により中止） 

リカバリー・パレードってなに？  ～リカバリー・パレードジャパンの HP より～ 

「アルコール・薬物ギャンブルなどの依存症、統合失調症、うつ、生きづらさ」ほか 

さまざまな心の病から回復している本人、家族、友人、支援者、そして一般の賛同者が

集まって「回復」の喜びを分かち合い、街を歩きながら回復の姿を社会にアピールする

イベントです。 

わたしたちの目的は、心の病に対する社会の無理解、無知識、偏見を取り除き回復し

やすい社会を作ることです。また、わたしたちは「以前より良くなったことを喜べる状

態」を回復と呼んでいます。 

年に１度、9 月に開催予定で、８月頃に広報し、事前に参加者を募集します。 

お問い合わせ：リカバリー・パレード北九州実行委員会事務局 093-522-8729                    
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